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がは

西大井遺跡は大阪平野の南東部に位置し、奈良盆地から亀ノ瀬の峡谷を抜けでた大和川、金剛

山系に降り注がれた水を一気に集めて北流する石川、両川合流点の程近くにあります。

かつて河内湾と呼ばれる入江の岸近くであったこの地域は、両河川の堆積作用などによる長い

時をかけた陸化、水稲耕作技術の伝播や展開、条里制の施行による大規模水田開発、大和川の付

け替え、明治の大決水など経て現代に至っています。

今、この地に大和川以南の10市 3町 1村の汚水をひとまとめにしてきれいにするための施設と

して大和川下流流域下水道大井処理場が建設されることとなりました。巨大な施設が建設される

都度、順次発掘調査を実施しており、昭和54年度の試掘調査より数えて十数回にも及んでいま

す。これまでの発掘調査で得られた遺構・遺物などの貴重な成果を通して、この地域の人々の暮

らしが、「水」に係わる幾たびもの画期として、具合的に浮かび上がってきています。

折しも、第 3回世界水フォーラムがグランキューブ大阪 (大阪国際会議場)ほか琵琶湖・淀川

流域の各地を会場として開催され、「水文化」という観点を国際的な開発戦略や行動計画の中に

取り組むことが目指されています。今回の西大井遺跡をはじめとする発掘調査から得られた成果

が、過去の長い歴史の上で日本人がどのように水をうまく操り活用していつたか、また水にどん

な思いを抱いていたのかといったような日本の水環境の歴史を理解する上で、果たす役割は大き

いものと考えています。今後は、発掘調査の成果が地域史の解明といつた歴史学の枠を越えた分

野にも情報を発信できるように努めたいと考えています。

最後になりましたが、発掘調査及び遺物整理事業におきましてご協力をいただきました関係各

位にお礼申し上げますとともに、今後とも文化財保護行政にご理解とご支援をいただきますよう

お願い申し上げます。

平成 15年 3月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長 小林  栄



例   言

1.本書は、大和川下流東部流域下水道事業大井処理場水処理施設 (第二期)建設に伴い実施

した藤井寺市西大井に所在する西大井遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、大阪府土木部から依頼を受け、大阪府教育委員会が実施した。発掘調査は、平

成10年度を調査第一係技師 森井貞雄、平成H年度を調査第ニグループ技師 竹原伸次、平

成12年度を調査第ニグループ技師 大築康宏を担当者として実施した。平成13～ 14年度は、

発掘調査担当者及び調査管理グループ技師 山田隆一、小浜成を担当者として遺物整理作業

を実施した。

3.本調査の写真測量は、平成10年度株式会社かんこう、平成■年度株式会社八州、平成12年

度阪急航空株式会社、日本テクノ株式会社にそれぞれ委託した。撮影フイルムは、各社で保

管している。

4。 本調査で出土した石器の石材分析を有限会社遺物分析研究所、鉄塊系遺物の分析を株式会

社九州テクノリサーチに委託した。

5.本調査で出土した石器のトレース図作成を、株式会社アルカに委託した。

6.本調査で出上した遺物の写真撮影を有限会社阿南写真工房に委託した。

7.調査に際しては、大阪府下水道部、大和川下流流域下水道組合東部管理センター、藤井寺

市教育委員会、地元自治会をはじめ多くの方々に御指導、御助言をいただいた。ここに記し

て感謝いたします。

8。 調査、遺物整理、報告書作成に要した経費は、すべて大阪府土木部が負担した。

9。 本書の編集は竹原が行い、第 1章、第 2章、第 3章第 1節を森井、第 3章第 2節、第 4章

を竹原が執筆した。

10。 本書は300部作成し、一冊当たりの単価は3,998円である。

凡   例

1.本書に用いた標高はすべてT,P。 (東京湾平均潮位)に よる。地区割りの基準は、平面直角

座標第Ⅵ系 (日 本測地系)を使用している。

2。 本書に用いた土色は、小山正忠・竹原秀雄編著「新版標準土色帖19版」1997.1を使用した。
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第 1章 調査 に至る経過 と調査の方法
第1節 調査に至る経過
大阪府土木部は、南河内地域の公共下水道整備を進めるため、藤井寺市西大井 1・ 2丁目に広

域下水処理場 (大井下水処理場、面積約14.6hr)の 建設を計画した。当該地は周知の埋蔵文化財

包蔵地に含まれていなかったが、大阪府教育委員会と協議の上、1979年度に試掘調査を実施した

ところ古墳時代から近世の遺構・遺物が発見され、新たに西大井遺跡と命名された。

下水処理施設の建設は、まず、1996年度の供用開始に向けた第 I期工事に着手し、その後、地

域の水需要等をにらみながら処理能力の向上を図る予定で進められた。当面、 I期水処理施設本

体及び関連工事の進捗にあわせた発掘調査が急がれることとなり、土木部より依頼を受けた府教

育委員会、及び財団法人大阪府埋蔵文化財協会が調査を担当することとなった。

第 I期工事に伴う発掘調査は、1980年度～1982年度、1984年度、1988年度～1992年度 (以上、

府教育委員会)、 1993年度 。1994年度 (以上、 (財)大阪府埋蔵文化財協会 (現 (財)大阪府文

化財センター))実施され、延べ約12,000m2が完了した。この結果、1980年度の第 2次試掘調査

における後期旧石器時代のユニット群の発見をはじめ、その上層における古墳時代前期の群集土

娠群や竪穴住居跡、さらに、平安時代から江戸時代にかけて幾層にも重なった条里型水田地割な

ど、西大井遺跡を特徴づける資料がほぼ出揃うこととなった。

続いて、府土木部南部流域下水道事務所では水処理施設の増築工事を立ち上げることが決ま

り、府教育委員会と協議の上、府教育委員会を担当として1998年度から発掘調査を再開すること

となった。当該地は、第 I期水処理施設の東側、急速濾過池等施設の南側、沈砂池ポンプ棟の北

側に位置し、 3面 を稼働中の施設に囲まれた東西約65m、 南北約140mの長方形を呈している。

これが、今回、報告する調査の実施範囲である。

今回の発掘調査は、構内道路の切替え 。既存施設の養生など工程との調整から全体を東西方向

に4分割し、 3ケ 年度にわけて実施することとなった。1998年度調査区は、92-1調査区に隣接

した今回の調査地域の中央部にあたり、面積は3,370m2、 調査期間は1998年 8月 11日 ～1999年 3

月31日 である。1999年度調査区は、1998年度地区の南側で面積3,787m2、 調査期間は1999年 2月

15日 ～2000年 1月 31日 である。2000年度調査区は、1998年度調査区の北側 (その 1)と 1999年度

調査区の南側 (そ の 2)の 2ケ 所に別れている。 (その 1)は、1,268m2、 (その2)は 1,468m2

であり、調査期間は2000年 9月 5日 ～2001年 3月 30日 である。総調査面積は、9,893m2でぁる。

なお、現地調査が完了したのち、引き続いて大阪府教育委員会文化財調査事務所において報告

書作成に向けての出土品の整理・実測等の作業を2001年度と2002年度に行った。

※ 本報告に至るまでの既往調査の概要及び報告書一覧は、 F西大井遺跡一大和川下流東部流域

下水道事業大井処理場建設に伴う発掘調査報告―』 (財)大阪府文化財調査研究センター1995を

参照されたい。
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第 2節 調査区の設定
地区割りは、国土地理院平面直角座

標の第Ⅵ座標系を採用して大小 4段階

の区画を設定している。

第 I区 画は、大阪府が作成 した

10,000分 の 1地形図 1葉の範囲であ

る。

第Ⅱ区画は、第 I区画を東西、南北

とも4つ の分割した2,500分 の 1大阪

府都市計画図 1葉の範囲に該当し、区

画名も都市計画図番号を使用する。

第Ⅲ区画は、第Ⅱ区画を南北 15、 東

西201こ分割したもので、100m四 方の

範囲である。

第Ⅳ区画は、第Ⅲ区画を東西南北と

もlo分割したもので、10m四方の範囲

である。

調査にあたっては第Ⅳ区画杭を基準

に平面位置を測定している。また、第

Ⅳ区画を追物取り上げ時の最大単位と

している。

今回の西大井遺跡の98年度、99年

度、00年度の調査区は、第 I区画がF

6、 第Ⅱ区画が10、 第Ⅲ区画がCl及

びDlにあたる。

なお、調査の開始にあたつては、測

量業者に委託して、国土地理院等が設

置した公共基準点から引照した第 3級

の精度を有する座標点および水準点を

大井処理場構内に設置している。

調査区の設定や標高の測定に際して

は常にこれを参照 し、誤差の配分を

行っている。

第 I,第 H区画
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第 2章 地理的、歴史的環境

西大井遺跡は、大阪市街からの南東に約15km離れ、大阪平野の東南部に所在している。大局

的に見るならば、この地域は、穀倉地帯である河内平野の扇の要にあたり、かつ、政権の中枢が

置かれた奈良盆地に至る交通の要衝であり、さらに古代にあっては石器の原材料となるサヌカイ

トをはじめ様々な石材を産した二上山塊が生活圏に含まれるなど、特色ある地勢を有している。

<地理的環境>

西大井遺跡の現地表における標高は、海抜約14～ 15mを測る。地形分類上は氾濫原に相当す

る。一方、地形的には、東の国府台地と西の羽曳野丘陵北端の中位段丘に挟まれた浅い谷底平野

の谷口付近に位置している。この谷は、誉田山古墳 (「応神天皇陵」)を頂点に、東西の幅約

1.5km、 奥行き約 2kmを測る。現在、この谷には、大水川の細い流れがあるが、その前身とみら

れる流路の一つが今回の調査でも検出されている。

この谷底平野は、西大井遺跡付近では標高10～ Hmで最終遺構面である責灰色粘質土上面に達

することから、もともと低い段丘性の地形であったところが、平安時代ごろに大水川の運ぶ土砂

によって急速に堆積が進行したものと考えられる。なお、遺跡のすぐ北側には大和川が東西に流

れ、高い堤防が北への眺望を遮っているが、これは江戸時代中期の宝永年間に新たに開削された

流路であり、本来は南北に開けた地域であったと考えられる。この新大和川で堰き止められる形

で、江戸時代後期以降、西大井遺跡一帯が排水不良になり、堆積作用が再び進行したようであ

る。

<歴史的環境 >

西大井遺跡の所在する藤井寺市から羽曳野市西部地域は、大阪府内でも有数の遺跡が集中する

地域である。特に周囲の丘陵・台地上には、古墳時代中期から後期にかけて形成され、王陵群を

含む古市古墳群が立地し、樹木に覆われた巨大な墳丘が近郊都市の家並みの中にオアシスのよう

に点在する独特の景観を構成している。

国府台地の東北部には、国指定史跡となって保存されている国府遺跡がある。ここでは、後期

旧石器時代のナイフ型石器群 (こ こを標識遺跡として「国府型ナイフ」と呼ばれている。)、 縄

文時代の屈葬墓群、弥生時代の前 。中・後期とつづく大規模集落跡、古代寺院跡 (衣縫廃寺)な

どが発見されている。また、地名等から河内国府の所在地に比定されている。

国府台地には、この他、市野山古墳 (「允恭天皇陵」)、 仲津山古墳などの巨大古墳が台地の

高所に築造され、また、その間隙をぬうように、古室山古墳群や盾塚、鞍塚、珠金塚などの中小

型の前方後円墳、帆立貝式古墳、円墳、方墳が築造されている。

西側の羽曳野丘陵先端部には、古市古墳群形成の晴矢となる津堂城山古墳が築造される。明治

時代に竪穴式石室に納められた長持型石棺が発掘され、巨大古墳で内部構造が判明する数少ない

類例となっている。また、その南側で台地の続きには奈良～平安時代の集落遺跡である北岡遺跡



が所在する。ここでも役所的な施設が所在した可能性が指摘されている。その下層では、古墳時

代中期の埴輪円筒棺墓が検出されている。

これらの台地上の遺跡に対し、低地部に立地する遺跡では、藤井寺市と柏原市にまたがって船

橋遺跡がある。現在は大和川の川床になっているが、縄文時代晩期から古代にかけて連綿と継続

し、竜を描いた弥生土器や無文銀銭など多数の遺物が発見されている。ここは飛鳥時代に設けら

れた官設の「餌香市」に比定する説もあり、交通の拠点として栄えたものと考えられる。

また、大和川の北側で西大井遺跡の東北方に l km離れて川北遺跡があり、弥生時代中期の方

形周溝墓が調査されている。低地部の遺跡については、今後調査の進展によって新たに発見され

る可能性が高いものと考えられる。

西大井遺跡の所在地は律令制下では、河内国志紀郡に属している。周囲の耕地には方形地割り

が残存し、正方位の条里型地害Jり が復元されている。今回、発掘調査を実施した1998～ 2000年度

調査区には、南北・東西方向の坪堺線が想定されており、発掘調査によっても坪堺畦畔が確認さ

れている。また、1998年調査区では、坪堺の東西南北の交差点が検出されている。

西大井遺跡のすぐ南側には、堺から大和盆地に至る長尾街道が東西に直線的に走る。この道路

は、古代幹線道路の一つである大津道に比定されており、当地域の条里地割りの基準線にもなっ

ている。こうした、歴史地理学手法で復元された交通、生産関係遺跡の考古学的検証も今後の課

題である。

参考文献)

F西大井遺跡一大和川下流東部流域下水道事業大井処理場建設に伴う発掘調査報告―』 (財)大阪府文化財調査

研究センター 1995

F大阪府文化財分布図』大阪府教育委員会 2001

『大阪府文化財地名表』大阪府教育委員会 2001

日下雅義「応神天皇陵近傍の地形環境」『考古学研究』83 1975

大野薫「河内平野の古代中世条里遺構」『ヒストリア』145 1994
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第 3章 調査の成果
第 1節 基本層序
基本的な地層の特徴と時期、遺構面との関係を98年度調査区で代表させて記述する。99年度、

00年度における基本層序もこれに準じている。

第 I層 粘質上のブロックを含む黄褐色の細砂層で、厚さ約50cmを 測り、第 1遺構面で検出さ

れた短冊形の土墳群の埋土と一体になる。明治時代前期の洪水堆積物で、攪拌されて

ヤヽる。

第Ⅱ層 にぶい黄褐色細砂層でラミナが明瞭。厚さ約10cmと 薄い。短冊形土娠の及ばない部分

に残る。江戸時代末ごろの洪水堆積層である。

第Ⅲ層 暗オリーブ灰色粘土層で厚さ約30cm。 江戸時代後期頃の水田耕作土で、この上面が第

1面である。

第Ⅳ層 暗緑灰色粘土層で、径0.5～ 2mmの小礫と径0.3mm大の灰白色粒 (水酸化鉄 ?)を含

むのが特徴である。色調により2層 に細分できる。厚さ約30～ 40cm。 江戸時代中期

頃の湿地性堆積物と考えられ、上半部が耕土化する。この上面が第 2面である。

第V層 上部の細砂ブロックを含む灰色シルト層と下部のオリーブ黒色シルト質粘土層の2層 を

一括する。厚さ約20cm。 13世紀頃の瓦器が出土している。この上面が第 3面である。

第Ⅵ層 暗オリーブ灰色～灰色粘土層。下部には径5～ 10mm大の灰色粒を含む。厚さ25～

40cm。 平安時代の耕作上で、この上面が第4面である。また、この層の下に灰色粗

砂質シルト～小礫混じり粗砂層が貫入する場所がある。

第Ⅶ層 オリーブ黒色粘土層。厚さ約50cm。 この上面が第 4b面である。

第Ⅷ層 オリーブ灰色粗砂～細砂層でラミナが明瞭である。厚さ約10～ 20cm。 平安時代中期の

洪水堆積層である。

第Ⅸ層 オリーブ黒色粘土層。下部には径1～ 2mm大の灰色粒を含む。厚さ約20～ 30cmで安定

的に広がる平安時代中期の耕作土。この上面が第 5面 となり畦畔が明瞭に遺存する。

第X層 暗灰色粘土層。厚さ約20cmと 薄く、断続的に広がる。第Ⅸ層との境は著しく攪拌して

いる。この上面が第 6遺構面。平安時代前期の水田耕土と考えられる。第Ⅸ、X層か

らは古墳時代から平安時代の上器片がかなり出土している。

これより下部は、いわゆる地山と認識される黄灰色系の粘質土層であり、第 6面の

ベースとなっている。但し、縄文時代後期～後期旧石器の遺物が出土している。

第�層 粗砂・小礫をわずかに含む灰色粘土層で、第 6遺構面で検出された自然河川の東北部

分に厚さ数cmで広がる。縄文時代後期の上器群が出上している。

第�層 緑灰色シルト層で径5mm程度の礫を含む。厚さ30cm以上。この層から後期旧石器時代

の遺物が出土する。
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第 2節 各遺構面の調査

西大井遺跡では、昭和54年の試掘調査以来、広大な面積の発掘調査が実施されている。今回報

告する調査区は、上記調査区にコの字状に囲まれた地域であり、ほぼ同様な知見が得られた。

このため、今回は主たる報告を昭和54年の試掘、56年の第 2次調査依頼検出できていなかった

後期旧石器時代の石器群調査におき、上面の遺構群は簡単な説明に止めておきたい。

第 1面 (付図 1,図版―)

98年度調査時にのみ平面的に調査した。標高約12.8mから13.3m付近から検出した。江戸時代

後期の水田面である。F6-10-Cl― hラ イン付近にある東西坪境畦畔を境として北側では南

北方向、南側では東西方向に区画される。また、粘土取り土坑を多数検出した。

第 2面 (付図 2・ 図版二)

第 2面、第 3面は、98年度、99年度の調査で平面的に調査した。標高約12.8mか ら13.Om付近

から検出した。江戸時代中期の水田面である。F6-10-Cl― hラ イン付近にある東西坪境畦

畔を境として北側では南北方向、南側では東西方向に区画される。

第 3面 (付図 3・ 図版三)

標高約12.2mから12.3m付近から検出した。江戸時代前期の島畑である。F6-10-Cl― h

ライン付近にある東西坪境畦畔を境として北側では南北方向、南側では東西方向に区画される。

第 4面 (付図 4。 図版四、五)

この面以降98年度、99年度、00年度の調査で平面的に調査した。標高約12.Omか ら12.2m付近

から検出した。平安時代後期 (12世紀後半)の整然とした長方形区画の水田を検出した。F6-

10-Cl,Dl-9ラ イン付近にある南北坪境から、大畔畔を検出した。

第 4面 b(図版六)

91-1区東端で検出していた溝の東側肩及び水田畦畔を検出した。標高約H.6mか ら11.8m付

近から検出した。時期は平安時代 (11世紀)である。

第 5面 (付図 5。 図版七、人)

標高約H.Omか ら11.2m付近から検出した。平安時代中期 (11世紀後半)の水田を検出した。

F6-10-Cl・ Dl-9ラ イン付近にある南北坪境から、第 4面同様大畔畔を検出した。

第 6面 (付図 6。 図版九、十)

標高約10,8mからH.Om付近から検出した。92-1区 で約2000基検出した弥生時代終末から古

墳時代の土坑群を検出したが、調査区の中央から検出したこの時期に埋没したと谷部分からは、

土坑は検出されない。谷の東側には風倒木が検出され、土坑群は検出されない。

第 7面 (付図 7。 図版十一、十二)

標高約10.6mか らlo.6m付近から検出した。谷を掘削した。後期旧石器時代、縄文時代晩期か

ら弥生時代前期の遺物が出土した。



第 8面 (付図 8。 第 5～ 41図 。図版十三～二七 )

西大井遺跡では、昭和54年度に実施した試掘 4ト レンチからlヶ 所、昭和56年度に実施された

第 2次調査では、F区及びE区からそれぞれ―ヶ所づつの後期旧石器時代のユニットを検出して

いる。

今回調査 した99年度調査区には試掘 4ト レンチが含まれていた。また、X層・�層を掘 り下げ

る段階で後期旧石器が浮き上がった状態で出土していた。このため、第 7面調査終了後、後期旧

石器の遺物・遺構の存在を確認するための調査を実施した。

調査区は地形的には低位段丘面上にあたり、後期旧石器を包含 していると思われる層、�層

は、段丘礫層の直上に堆積している緑灰色シルト層で、昭和54、 56年度調査時の遺物包含層と高

さ的にみてほぼ同じ層であると思われる。調査区が広いため、調査の方法としてはまず調査区を

2mの小区画に分け市松状に掘削し、遺物が出土すればその周辺を広げる方法をとった。この結

果、調査区のほぼ中央を北から南に蛇行して

流れる川を挟んで左岸に 5ケ所、右岸に 6ヶ  X〒
15779

所のブロックを検出することができ、出土し

た石器の総点数は654点であった。 (第 5
X=-15781

図、第 1表 )。

ブロック 1は、調査区の北端、F6-10-

Cl― i8か ら検出した (付図 8)。 南北約 x=b・ 83

5m、 東西約 3mの平面的な広がりをもつ。

地形的には川に向かって地形が傾斜 し始める

位置に立地する。標高は、川側で約 10.2m、  ・
萱785

岸側で約 10.4mを 測る。す ぐ南狽1に は、ブ

ロック2が近接 している。

IY=司∞ 9 1Y=36117 IY=導
ω5 卜=36113

|  |
第 5図 ブロック分布図

11“ |ブロツク1

1欝
ブロック2

＝一一”一一一軒

■■|.ブロック3

試掘4トレンデ
ナ

ブロック414

ブロツク5

Bl B3 B6 B7 B8 B10 ブロック外 計

国府型ナイフ 1 5 6

横長ナイフ l 1

くさび形石器 l l 2 1

翼状剥片 l 1 7 l 1

翼状剥片石核 5 7

翼状剥片石核打面調整剥片 2

盤状剥片 2 l 1 4

二次加工ある剥片 5 1 1 2 1 1

横長剥片 8 3 l 3 6 8 7 122

縦長剥片 5 l 1 5 1 4

剥 片 2 l 6 l l

石核 ユ 6 2 1

積長剥片石核 2 2

縦長剥片石核 2 2

石鏃 1 1 2

チップ 4 5 2 7

火熱をうけた三!片 l 3 l 5

敲き石 l 1

自然石 l l 1 3

計 27     18    163     8      6      8      9     48    277    34     34     22 654

ケ男 表 ブロック別・器種別出土石器

10



遺物は、横長ナイフ形石器 1点、翼状剥片 1点、翼状剥片石核 2点など総数27点が出土した

(図番号 1～20)。 lの横長ナイフ形石器は、一側縁加工を施し、切り出しナイフ状を呈する。

2の翼状剥片は厚さが約 lcmを 測り、分厚いものである。翼状最1片石核が 2点出土したが接合

した (3・ 4)。 5・ 6は、その接合関係から翼状剥片石核の打面調整剥片であると思われる。

また、ブロック2と の間でも接合関係がみられる。

ブロック2は、F6-10-Cl一 j8か ら検出した (付図 8)。 南北約 4m、 東西約 5mの平

面的な広がりをもつ。地形的にはブロック1と 同様に、川に向かって地形が傾斜し始める位置に

立地する。標高は、川側で約10,2m、 岸側で約10,4mを 測る。すぐ北側には、ブロック 1、 南側

にはブロック3が近接している。

遺物は、国府形ナイフ形石器 1点、翼状剥片 1点、火熟を受けた剥片など18点出土した。 (図

番号21～26)。 22の国府形ナイフ形石器は、一側縁加工で長さは約 5cmであり、今回出上した

国府型ナイフ型石器のなかではやや小型のナイフ形石器である。

ブロック3は、F6-10-Dl― a8から検出した (付図 8)。 昭和54年度の試掘4ト レンチ

から検出したブロックは、この一部に当たる。南北約 8m、 東西約10mの平面的な広がりをも

ち、今回検出したブロックのなかでは一番大きい。地形的にはブロック 1、 2と 同様に、川に向

かって地形が傾斜し始める位置に立地する。標高は、川側で約10.2m、 岸側で約10,4mを 測る。

遺物は、国府型ナイフ型石器 5点、翼状剥片 7点、翼状剥片石核 5点、盤状剥片 1点など163

点出土した (図番号27～75)。 国府型ナイフ型石器は、いずれも一側縁加工であり、長さは、27、

X=-157809

X=-157812

TP l■ klm

TP 100m

第 6表 ブロック4平画図・断面図
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面、35の翼状剥片は、腹面側の剥離方向か

X=-157816

らファース トフレークと思われる。   ~

ブロック内での接合関係が 4件確認でき

た。このうち66、 67、 68、 69、 70の 5点は

石核の2カ 所の打面から交互に剥片を剥離

していったことが確認できる。      x=b7Ы 8

b9から検出した (第 7図 )。 南北

約1.5m、 東西約 2mの平面的な広

がりをもつが、ブロック4同様遺物

が少なく散漫なブロックである。川

に向かって地形が傾斜し始める位置

に立地する。標高は、川側で約 10.2

m、 岸側で約 10。3mを測る。

遺物は、翼状剥片 1点など6点出

上した (図番号79～ 84)。     X=~お
7795

ブロック6は、 F6-10-Cl―
j5から検出した (第 8図 )。 この

ブロックから川の右岸側になる。南  TP HoOm

北約 4m、 東西約 3mの平面的な広

がりをもつ。ブロック 4、 5同様遺

物が少なく散漫なブロックである。

標高は約10.6mを 測る。 第 8図 ブロック 6平面図・断面図
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ブロック4は、F6-10-Dl― b8か

ら検出した。 (第 6図 )。 南北約 lm、 東

西約 5mの平面的な広がりをもつが、遺物   T'1・
Om

が少なく散漫なブロックである。地形的に

は川に向かって地形が傾斜し始める位置に  TP Ю°m

立地する。標高は、川側で約10,Om、 岸側    第 7図 ブロック 5平面図・断面図
で約10.2mを 測る。

遺物は、 くさび形石器 1点など

8点出上した (図番号77～ 78)。       畠

ブロック5は、F6-10-Dl― X=-157791
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遺物は、石鏃先端部 1点、くさび形石器な

ど8点出土した (図番号85～ 89)。

ブロック 7イよ、 F6-10-Dl― a5か ら

検出した (第 9図 )。 南北約 3m、 東西約 2m

の平面的な広がりをもつ。遺物が少なく散漫

なブロックである。川に向かって地形が傾斜

し始める位置に立地する。標高は、川側で約

10,3m、 岸側で約10.5mを 測る。

遺物は、縦長剥片石核 2点など9点出土し

た (図番号90～96)。

ブロック 8は、F6-10-Dl― b5か ら

検出した (第 10図 )。 南北約10m、 東西約 4m

の平面的な広がりをもつ。川に向かって地形

が傾斜 し始める位置に立地する。標高は、川

側で約10.4m、 岸側で約 10。7mを測る。
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第 9図 ブロックフ平面図・断面図

遺物は、くさび形石器 2点、翼状剥片 1、 点石核 2点など48点 出土した (図番号97～ 111)。

また、横長剥片石核に、横長剥片が 1点接合した。

ブロック9は、F6-10-Dl― a4から検出した (第 11図 )。 南北約 6m、 東西約 6mの平

面的な広がりをもつ。標高は、約10.6mか ら約10.8mを 測る。

出土した遺物の総数は277点 であり、今回の調査のなかでは一番多 く、また遺物の密集度も高

い。くさび形石器26〕点、石核 6点などが出土している (図番号112～ 166)。 また、ブロック内で

の接合関係も6件確認でき、剥片の剥離課程を復元することができる。

このブロックの特徴は、くさび形石器が他のブロックに比べて異常に多く、他のブロックを圧

倒 している。また、その形態もバラエテイに富んでいる。

ブロック10は、F6-10-Dl― c6か ら検出した (第 12図 )。 南北約 4m、 東西約4.5mの

平面的な広がりをもつ。川に向かって地形が傾斜し始める位置に立地する。標高は、川側で約

10.3m、 岸側で約10.6mを 測る。

遺物は、横長剥片 9点など34点出上 した (図番号 167～ 175)。

ブロック11は、F6-10-Dl― d6か ら検出した (第 13図 )。 南北約 5m、 東西約4。5mの

平面的な広がりをもつ。断面図では明らかにならないが、川に向かって地形が傾斜し始める位置

に立地する。標高は、川側で約10,2m、 岸側で約10.4mを 測る。約10.4m約 10.6mを 測る。

遺物は、盤状剥片 1点など22点 出土 した (図番号 176～ 186)。 また、石核同士が接合した。

この他に、ブロック外から22点の遺物が出上した。この中には、石鏃が 1点含まれる他、盤状

剥片などが出上した。
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番 号 器種
版番号

チップ

詞
積長剥オ

検長剥オ

番号 器 種

‐‐８
一‐‐９
一い

2次 加工ある割オ

第 2表 出土石器一覧 (1

番号 RFB ノロンク

引

45



器褥
版番号

わ

番 号 器薇
版番号

第 3表 出土石器一覧
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第 4章 まとめ

今回の調査では、昭和54年、昭和56年の調査以来、ほぼ20年ぶりに後期旧石器時代の遺物が集

中して出上 した。

昭和54年の調査から出土した石器群は、国府型ナイフ型石器が出土し瀬戸内技法の石器群を中

心とするものであった。昭和56年の調査では、第 2次調査区E区ユニットから出土した石器群は

尖頭器、角錐状石器を中心としたものであった。両石器群が出土する層は、段丘礫層の直上に堆

積している緑灰色シル ト層と同じである。しかしながら、当時は調査区が離れていたため、両者

の関係は不明瞭なままであった。

しかしながら、98、 99、 00年度の調査で両石器群が出上した間を調査することができた。この

結果、昭和54年、昭和56年の調査、99年度の調査で出上した石器群が出土する層は、同一の層で

あることが確認できた。

99年度の調査でも、H力所のブロックを確認することができたが、各ブロック間の関係をみる

と石器組成の面で微妙な違いが見られる。瀬戸内技法を伴う石器群はブロック 1、 2、 3に多 く

みられるのに対 して、ブロック 9は くさび形石器を中心とする石器群であった。また、石器製作

技術などから、ブロック 9の石器群は後期旧石器時代ではなく、むしろ縄文時代に属するのでは

ないかと考えられた。このため、調査終了時には、同一層から出上した石器群であっても時期的

な差があるのではないかと考えていた。

整理作業では石器接合作業を実施 し、ブロック内あるいはブロック間での接合関係があること

がわかり、石器群がこの地点で形成されたことを確認できた。時期的な差についてはブロック

1、 2、 3と ブロック 9川 を挟んで存在することから、川の西側が後期旧石器時代、東側が縄文

時代に形成されたのではないかとも考えていた。

整理作業では、株式会社アルカに石器 トレース作業を委託 した。この報告の中で99年度調査で

出土した石器群は、その製作技法から、ブロック 1、 2、 4、 5、 7は後期旧石器時代の石器、

ブロック 6、 9、 lo、 11は縄文時代、ブロック 3、 8には両者が混在している。この混在の理由

としてイよ「河川のオーバーフロー時に後期旧石器時代の地層が表出し、その部分に縄文時代の石

器ブロックが形成したのではないか。この結果、99年度の西大井遺跡から出土した石器群は後期

旧石器時代の遺物と縄文時代の追物が同一地層面で混在 し、なおかつ視覚的な遺物集中区を形成

している。」との報告を受けた。

これらの成果から考えると、99年度調査で同一層から出土 した石器群は後期旧石器、縄文の 2

時期にわかれることが明確になった。また、E区ユニットから出土した尖頭器、角錐状石器を中

心としたものであった石器群についても時期的な差を認めざるを得ない。

今後の調査においては、緑灰色シル ト層の分割が可能なのか、また後期旧石器、縄文時代の遺

物が混在している層なのかを見極めつつ進めていかなければならないだろう。

47



付章 1 西大井遺跡出土石器、石片の原材産地分析
有限会社 遺物分析研究所

1.は じめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、

交易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石

遺物の石材産地推定を行なっている 1, 2, 3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条

件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めると

き、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを

地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ―力所の一致する露頭産地の調査のみで移

動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では F石器とある産地の原石が一致いたからと言っ

て、そこの産地のものと言い切れないが、しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと

言い切れる」が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な

意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの

人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が意識 して一致させた可能性があ

り、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要

な結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標に

した分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト上に位置する、産地地

方との交流を示す土器が出上しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果

となり、遠距離伝播 した石材を近 くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元

素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的

関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器

原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材 と産地原石が一致 したこと

が、直ちに考古学の資料 とならない、確かにA産地との交流で伝播 した可能性は否定できなく

なったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と

一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産

地と交流がなかったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産

地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十

分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観

察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いて

も、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異な

り実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客

観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒

曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行な
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い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらか

じめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散

などと遺物のそれを対比 して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を 求める。次

に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の

可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値

と分散を推測して判定を行うホテリングのT2検定を行う。この検定を全ての産地について行
い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個 中に一個みられ、B産地では一万

個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地では・・・ 。一個と各産地毎にもとめられるよ

うな、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析

の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は西大井

遺跡出土の石器、石片 100イ回で産地分析の結果が得られたので報告する。

2.サヌカイト、ガラス質安山岩原石の分析

サヌカイト、ガラス質安山岩原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エ

ネルギー分散型蛍光 X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、

Mn、 Fc、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析 した。塊試料の形状差による分析値ヘ

の影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって産地を特定する指標とした。サヌカイ

ト、ガラス質安山岩では、K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 Nb/Srの比量を指

標 として用いる。サヌカイ トの原産地は、西 日本に集中してみられ、石材 として良質な原石の産

地および質は良くないが考古学者の間で使用されたのではないかと話題に上る産地、および玄武

岩、ガラス質安山岩など、合わせて32ヶ 所以上の調査を終えている。図 1にサヌカイトの原産

地の地点を示す。このうち、金山・五色台地域では、その中の多く地点からは良質のサヌカトお

よびガラス質安山岩が多量に産出し、かつそれらは数ケの群に分かれる。近年、九亀市の双子山

の南嶺から産出するサヌカイト原石で双子山群を確立し、またガラス質安山岩は細石器時代に使

用された原材で善通寺市の大麻山南からも産出している。これら産地の原石および原石産地不明

の遺物を元素組成で分類すると106イ回の原石群に分類でき、その結果を表 1に示した。香川県内

の石器原材の産地では金山・五色台地域のサヌカイト原石を分類すると、金山西群、金山東群、

国分寺群、蓮光寺群、白峰群、法印谷群の 6個の群、城山群および双子山群に、またガラス質安

山岩の原石群については、香川県埋蔵文化財センターの森下英治氏より提供された金山奥池、雄

山の原石を補充して、金山・奥池第 1群、奥池第 2群、雄山群の原石群を確立し、神谷町南山地

区の原石で南山群を作った。ここで、奥池第 1群、雄山群、南山群の組成は非常に似ていて、遺

物の産地分析では多くの場合これら3個の群に同時に帰属される。また、大麻山南産は大麻山南

第一、二群の 2群にそれぞれ分類され奥池、雄山、南山の各群を区別が可能である。これらガラ

ス質安山岩は成分的に黒曜石に近く、また肉眼観察では下呂石に酷似するもの、西北九州産の中

町、淀姫産黒曜石、大串、亀岳原石と酷似するものもみられ、風化した遺物ではこれら似た原翡

49



Oξ

町瓢当⑫旦旱梨呵ルEr道4Ω▼∇ЧルEr涯4国3レ髪

―
t

さγ8/Z叫⑫彰彰
｀
マツ準聾写孝⑫♀⑫ヨ暑匂ツr°シツ♀沌理,球諏田々学昌梨弥⑫町軍当

ヨ暑⑫智鍋潔さγ里当ミンγ×4準望予軍辞挙坐ワ準准―ヨ7マ涯I El盤躍⑫里当ミンγ×4⑫軍率

町尋身I・印翌
°
ワ留似垂I諄難写輩イ事昧⑫町要猟暫孝勲Ⅱ

｀
ツ弊習マ義図翠Ing図⑫似削M⑫

ｒ
引
ｍ
苫
昂
　
時
・日
Ｆ
巨
苫
館
　
∞
・離
脚
溝
昂
　
卜
・藩
誤
印
■
妾
博
鎌

甲
酢
Ｅ

・
雛
Ｅ

・
叫
い
ゆ
諄
簿
　
い
。測
Ｅ
苫
蝉
　
↓・
娯
＞

鸞
齢
醇
Ｅ
ラ
鞘
Ｅ

・
目
排
　
Φ・
�
半
　
【Ｐ
希
口
　
】●
Ｘ
級
　
【ド
醸
由

一｝
羽
呂
　
事■
謝
＼
呂
　
【甲
購
融
　
一Ｐ
＞
側
融
　
一ド
闘
騨

一Ｐ
為
悶
Ｅ
　
一｝
＞
０
目
４
拳
じ
　
】Ｐ
コ
報
　
〕
●
Ｈ
封
日
　
時ド
ニ
藍

や
Ｐ
齢
準
嗣
　
”↓
習
油

・
郡
営
日
　
中
Ｐ
議
剤
　
〕
Ｐ
澪
尊
済
　
〕
ダ
＞
脚
巨

や
Ｐ
強
奉
Ｅ
　
〕
Ｐ
離
Ｅ
　
∞Ｐ
ヘ
ア
＞
晋
　
∞
●
消
報
Ｅ
　
∞
ド
汁
報
Ｅ
辞

●

¨
劇
報
朔
尊
併
ｇ
ヽ
瀬
濁
卜
峠
沖
ｕ
皆
心
障
湛

＞

¨
母
野
ｓ
瀬
瑯
ド
再
酬
沖
対
ε
爵
麟

奪
・。

‥

ｘ
３

氏
l螺



表 2に示す割合で金山・五色台地域の諸群に一致し、これらが金山・五色台地域から流れ着いた

ことがわかる。淡路島中部地域の原産地である西路山地区および大崩地区からは、岩屋第一群に

一致する原石がそれぞれ92%お よび88%と 群を作らない数個の原石とがみられ、金山・五色台地

域の諸群に一致するものはみられなかった。和泉・岸和田原産地からも全体の約 1%であるが金

山東群に一致する原石が採取され (表 3)、 また、肉限で下呂石と区別できない原石が採取され

たが、香川県の奥池第 1群、雄山群、南山群に一致する原石であつた。和歌山市梅原原産地から

は、金山原産地の原石に一致する原石はみられない (表 4)。 梅原原産地からも肉限で下呂石と

区別できない原石が採取されたが、奥池第 1群、雄山群、南山群に一致した。遺物が岩屋、和

泉・岸和田原産地などの原石で作られている場合には、産地分析の手続きは複雑になる。その遺

跡から10個以上の遺物を分析 し、表 2、 3、 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布を求め、確

率論による期待値と比較 して確認しなければならない。二上山群を作つた原石は奈良県北葛城郡

当麻町に位置する三上山を中心にした広い地域から採取された。この二上山群と組成の類似する

原石は和泉・岸和田の原産地から6%の割合で採取されることから、一遺跡 10イ回以上の遺物を分

析し、表 3のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめて、和泉・岸和田原産地の原石が使用

されたかどうか判断しなければならない。

3.結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は、風化のためサヌカイト製は表面が白っぼく変色 し、新鮮な部

分と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の風化した部分

に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き新鮮面を出して測定を行なった。

一方黒曜石製のものは風化に対 して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないため、

表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和層の影

響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。Ca/K、 Ti/Kの 両

軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を行った場合同定される原

産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得

られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した西大井遺跡から出上したサヌカイト製遺物の分析結果を表 5に示した。石器の分

析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を

簡単にするためK/Caの一変量だけを考えると、分析番号70662番の遺物はK/Caの値が0.280で、二

上山群の [平均値]士 [標準偏差値]は、0.288± 0.010であるから、遺物と原石群の差を標準偏

差値 (σ )を 基準にして考えると遺物は原石群から0.8σ 離れている。ところで二上山群の産地

から100個 の原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.8σ のずれより大きいものが42ケ あ

る。すなわち、この遺物が、二上山群の原石から作られていたと仮定 しても、o.8σ 以上離れる

確率は420/Oで あると言える。だから、二上山群の平均値から0.8σ しか離れていないときに I圭、

この遺物が二上山群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遣物
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を金山東群に比較すると、金山東群の平均値からの隔たりは、約17σ である。これを確率の言葉

で表現すると、金山東群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から17σ 以上離れている確率

は、千兆の百倍分の一であると言える。このように、千兆の百倍個に一個しかないような原石を

たまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、金山東群の原石か

ら作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は二

上山群に42%の確率で帰属され、信頼限界の0。 1%を満たしていることから二上山群の原石が使

用されいると同定され、さらに金山東群に対 しては千兆分の一%の低い確率で帰属され、信頼限

界の0.1%に満たないことから金山東産原石でないと同定される」。遺物が二上山群と一致した

からと言つても、遺物が三上山産地から採取された証拠はなく、分析している試料は原石でなく

追物でさらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の産地に一致しな

いとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測され

る。即ちある産地 (二上山群)に一致し必要条件を満たしたと言っても一致した産地の原石とは

限らないために、帰属確率による判断を表 1の 106イ回すべての原石群について行ない、十分条件

である低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて二上山産地の石材のみが

使用されていると判定される。実際はK/Caと いつた唯 lヶ の変量だけでなく、前述 した 8個の変

量で取り扱うので変量間の相関を考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素

とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析 しなくても分かるようなときは、

A群の石材で作られた遣物であれば、A群 と比較したとき、ca量が一致すれば当然Rb量 も一致

するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属し

ていないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮し

た多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。こ

れによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する 4、 5)。 産地の同定結果

は 1個の遺物に対 して、サヌカイト製では106イ固の推定確率結果が得られている①今回産地分析

を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上

F記入」を省略しているのみで、実際に計算 しているため、省略産地の可能性が非常に低いこと

を確認したという重要な意味を含んでいる、すなわち、二上山群の原石と判定された遺物につい

て、香川県金山原石とか佐賀県多久産、北海道旭山の原石の可能性を考える必要がない結果で、

高い確率で同定された産地のみの結果を表 6に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3cm

以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多 くの時間をかけられな

い事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範

囲が含まれ、ときには、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、河ヽ

さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0。 1%に達 しない確率を示す

場合が比較的多 くみられる。原石産地 (確率)の欄にマハラノビスの距離D2の値で記した遺物

については、判定の信頼限界としているo.1%の確率に達しなかった遺物でこのD2の値が原石
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群の中で最も小さなD2値である。この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似

ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断された

ものである。西大井追跡出土の100イ回の産地分析の結果については、原石産地 (確率)の欄に106

個の原石と比較した結果の中で同定確率が 1%以上で帰属された群を記 している。また、 ユ%に

満たないときはo。 1°/。以上で同定された原石群を記 した心ここで二上山産原石と同定された遺物

は91個 (91%)で 、次に多用された原材は向出-49遺物群で 9個 (9%)が同定されている。こ

の遺物群は阪南市向出遺跡の原石産地不明の遺物で作った群で、大阪府招提中町遺跡、栗生間谷

遺跡、岐阜県野笹遺跡、兵庫県亀田遺跡など広範囲で使用されているサヌカイト遺物である。二

上山産原石と同定された群のサヌカイトは奈良県二上山原産地以外に和泉・岸和田原産地からも

採取されるため、これら遺物の原石産地は複数の地点を考えなければならない。西大井遺跡出土

の二上山群に同定された91個 を全て和泉・岸和田原産地 (表3)か ら採取する確率は0.06(60/0)

を91回累乗する (0.0691)=lX10-109の零%に近い確率になり、和泉・岸和田原産地から採取さ

れた可能性が否定され、また今回同定された遺物の中に、岩屋第 1群、第 2群、和泉群に同定さ

れる遺物が 1個 も見られないことから、二上山群に同定された遺物は奈良県二上山産地の原石が

使用されていると判定した。また、西大井遺跡で使用された向出-49遺物群の原石は二上山産原

石に伴って伝播する可能性が高 く、この遺物群の産地が四国でないと仮定すると、本遺跡から金

山東、五色台諸群に同定される遺物が見つからず、石器原材から香川県金山・五色台地域との交

流がなかった可能性を推測しても産地分析の結果と矛盾しない。
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±
02
45
 0
.0
98
±
0.
OH
 O
,0
71
±
0.
01
2 
05
52
±
00
38
 0
02
1±
0.
00
8 
0.
01
3±
0.
00
1 
0.
H8
±
00
05

34
61
±
0.
17
7 
2.
34
1±
0.
13
4 
0
.1
58
±
00
41
 1
76
61
±
1.
07
9 
1.
09
9±
0,
04
8 
0.
26
8±
00
36
 2
12
4±
0.
10
6 
01
57
±
00
35
 0
.1
16
±
0,
01
2 
1 
20
1±
00
85

香
川
県
蓬
あ 恩
彊
物
騨

0.
30
7±
0.
00
4 
0.
25
8±
0.
00
5 
0.
06
7±
00
05
 4
73
6±
0.
09
6 
0.
23
5±
0.
01
0 
0.
05
8±
00
14
 0
84
0±
0.
02
3 
0.
03
0±
00
13
 0
.0
16
±
0.
00
5 
0.
13
3±
00
04

0.
68
4±
0,
01
2 
02
48
±
00
06
 0
.0
66
±
0.
01
2 
4.
13
9±
0,
12
8 
0,
42
9±
0.
01
9 
0.
07
7±
00
22
 1
.1
78
±
00
40
 0
05
8±
00
13
 0
.0
25
±
00
02
 0
26
2±
00
07

高
知
県
松
ノ
木
遺
物
群

06
10
±
0.
01
7 
02
23
±
0.
00
4 
0.
79
7±
00
05
 4
.5
28
±
0.
12
0 
0.
32
5±
0.
01
6 
0.
06
3±
0.
01
7 
1.
15
1±
0.
02
8 
00
19
±
0.
01
4 
0.
02
4±
0.
00
2 
01
98
±
00
06

〕ヽ 0、

注
:向
出
遺
跡
、
中
ノ
社
遺
跡
、
六
ツ
ロ
遺
跡
、
松
ノ
木
遺
跡
、
朝
日
遺
跡
、
鬼
虎
川
遺
跡
、
野
笹
No
 2
62
、
29
5群
の
遺
物
群
の
分
析
個
数
は
1個
の
遺
物
の
分
析
場
所
を
変
え
て
分
析
し
た
回
数
を
あ
ら
わ
す
。

平
田
遺
跡
、
庵
の
谷
遺
跡
、
野
笹
遺
跡
、
喜
時
雨
遺
跡
の
遺
物
群
の
分
析
個
数
は
そ
れ
ぞ
れ
2、
3個
の
遺
物
の
分
析
場
所
を
変
え
て
分
析
し
た
回
数
を
あ
ら
わ
す
。



表 5 岩屋原産地からのサヌカイ ト原石 66個の分類結果

原石群名 個数 百分華 他原産地および他原石群 との関係

岩屋第一群

第二群

20個

９
宰
　

資
υ
　

ＦЭ

　

４

　

３

）

９
留
　

力
仕

２

30%

３

　
９

８

　
６

　
５

　
３

　
６

３

淡路島、岸和田、和歌山に出現

白峰群に一致

法印谷群に一致

国分寺群に一致

蓮光寺群に一致

金山東群に一致

和泉群に一致

不明 (ど この原石群にも属さない )

表 6 和泉・岸和田原産地からのサヌカイ ト原石 72個の分類結果

原石群名 個数 百分率 他原産地および他原石群 との関係

岩屋第一群

和 泉 群
岩屋第二群

12個

９

　

６

　

４

　

１

　

１

　

９３

17%

5

３

８

６

１

１

４

淡路島、岸和田、和歌山に出現

ク  、   ク  、   ク

白峰群に一致

二上山群に一致

法印谷群に一致

金山東群に一致

不明 (ど この原石群にも属さない )

表 7 和歌山市梅原原産地からのサヌカイ ト原石 21個の分類結果

原石群名 個 数 百分率 他原産地および他原石群 との関係

和 泉 群

岩屋第一群

10個

1

10

48%

5

48

淡路島、岸和田、和歌山に出現

不明 (ど この原石群にも属さない)

フ
／
く
ノ



表 8-1 西大井遺跡 出土サヌカイ ト製石片の元素比分析結果
分 析

番 号

元    素    比

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/Ca

70662

70663
70664
70665
70666
70667
70668
70669
70670
70671
70672
70673
70674
70675
70676
70677
70678
70679
70680
70681
70682
70683
70684
70685
70686
70687
70688
70689
70690
70691
70692
70693
70694
70695
70696
70697
70698
70699
70700
70701
70702
70703
70704
70705
70706
70707
70708
70709
70710
70711

0,280  0.224

0.267  0.228
0.274  0.231
0.263  0.222
0.273  0.233
0.274  0.223
0,275  0,231
0.274  0。 221

0.277  0。 224
0.272  0.220
0.276  0,228
0.312  0.200
0。 276  0,218
0。 277  0.232
0。 272  0.233
0.271  0.226
0。 272  0。 226

0。 272  0.231
0.271  0.223
0.269  0.221
10。 271  0.225
0.304  0,199
0.274  0.221
0。 267  0.227
0.255  0.218
0.274  0。 229

0.275  0.225
0.265  0。 227

0.270  0.228
0.269  0.219
0。 305  0.198
0.275  0.224
0,270  0。 212

0.264  0.231
0.272  0。 225

0.265  0.224
0。 276  0.228
0.271  0.223
0.273  0,233
0.278  0。 231

0。 274  0.233
0.273  0.232
0。 313  0.201
0.272  0,235
0。 274  0.228
0。 275  0.224
0,266  0。 227

0.270  0.227
0.280  0。 225

0.283  0.225

0.063  4.589

0.075  4.580
0.054  4。 351

0.058  4.328
0.054  4.327
0.065  4.451
0,075  4.269
0.061  4.523
0.076  4.702
0.078  4.537
0.081  4。 333

0,059  3.665
0,069  4.543
0.067  4.453
0.063  4.351
0.076  4.519
0.066  4.458
0.075  4.490
0,069  4.266
0.069  4.396
0,069  4,403
0.057  3.750
0.079  4.689
0.064  4.515
0.073  4.559
0,076  4,421
0.067  4.695
0,077  4.493
0.070  4.431
0.078  4,605
0,054  3.843
0.072  4.463
0.064  4.604
0,069  4.367
0.062  4.521
0.074  4.424
0.068  4.628
0.077  4.250
0.074  4.506
0,068  4.624
0.065  4.376
0,087  4.504
0.049  3,762
0.087  4.417
0.071  4,498
0.072  4.314
0,077  4.207
0.073  4。 373

0.070  4.592
0.056  4。 324

0.213  0,075

0.220  0.054
0.220  0,086
0.201  0.068
0。 219  0.056
0.204  0,065
0.223  0.066
0.224  0.074
0.230  0.037
0.213  0.069
0。 194  0.068
0.241  0,054
0.225  0.064
0,215  0.075
0。 207  0.065
0。 223  0,057
0.206  0.078
0.229  0.073
0.223  0.072
0.208  0.093
0.202  0,064
0.225  0.057
0.241  0.072
0.210  0.060
0.210  0.067
0.215  0.066
0.218  0.068
0.209  0,070
0.215  0.060
0,249  0.064
0.227  0,051
0,207  0.058
0,203  0.071
0.215  0.070
0,214  0.060
0.218  0.070
0.203  0.058
0。 219  0.071
0.212  0,084
0.213  0.059
0.217  0.069
0.201  0,075
0,223  0.074
0。 212  0,081
0.213  0.059
0。 206  0.072
0.208  0,064
0。 216  0.059
0.227  0.070
0.227  0,058

0。 682  0.023

0.661  0.036
0.664  0.018
0.631  0.019
0.630  0.024
0.663  0.017
0.638  0,023
0.658  0.020
0.686  0.016
0.655  0.018
0.594  0.014
0.605  0.025
0.611  0.040
0.646  0.015
0,625  0.034
0.637  0.024
0.634  0,015
0.653  0.023
0.633  0.015
0,647  0,024
0.657  0,027
0.632  0,032
0。 620  0.016
0.642  0.018
0,626  0.011
0.637  0,024
0,634  0.012
0.696  0.023
0.658  0.023
0.632  0.023
0.638  0.030
0。 657  0.021
0.622  0.030
0.613  0.032
0.639  0,030
0.652  0.017
0.631  0.023
0.635  0.027
0.628  0.023
0。 686  0,033
0.647  0.025
0.649  0.029
0.681  0.022
0,650  0.039
0,633  0,048
0.635  0.041
0,642  0.014
0.634  0.038
0.630  0.023
0.691  0.024

0.016  0.135

0.018  0.132
0.014  0。 129

0.013  0。 124

0.012  0.122
0.016  0.124
0.016  0.127
0.015  0.129
0.014  0.132
0.014  0。 127

0,015 0。 131

0.017  0.134
0.014  0.133
0,015  0。 134

0.014  0。 130

0.014  0.133
0,013  0.125
0,017  0,125
0.014  0。 126

0,015  0,129
0.014  0。 132

0,017  0。 135

0.016  0.137
0.013  0.125
0.014  0.124
0.014  0。 130

0,014  0.126
0.014  0。 129

0.013  0.126
0.016  0.124
0.014  0.137
0.013  0.132
0.014  0。 129

0.017  0.127
0.015  0.132
0.011  0.125
0,015  0.135
0.013  0.127
0.013  0.129
0.014  0.131
0.016  0.125
0.016  0.134
0.013  0,138
0.015  0.132
0,017  0.129
0.015  0。 129

0,014  0.130
0.012 0。 119
0,0】 6  0.144
0.014  0,128
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表 8-2 西大井遺跡出土サヌカイ ト製石片の元素比分析結果
析分

番 号

元    素    比

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/SI  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/Ca

70712

70713
70714
70715
70716
70717
70718
70719
70720
70721
70722
70723
70724
70725
70726
70727
70728
70729
70730
70731
70732
70733
70734
70735
70736
70737
70738
70739
70740
70741
70742
70743
70744
70745
70746
70747
70748
70749
70750
70751
70752
70753
70754
70755
70756
70757
70758
70759
70760
70761

0。 268  0。 224

0,276  0.231
0。 273  0.226
0.314  0,192
0.273  0.230
0.276  0.225
0.270  0.220
0。 265  0.220
0。 275  0.224
0,269  0.226
0.266  0.224
0。 271  0.216
0.271  0.227
0。 309  0。 197

0,276  0.220
0.275  0。 229

0.267  0,229
0.272  0。 224

0。 271  0.223
0。 283  0.232
0。 273  0.229
0.302  0。 202

0.274  0.229
0.272  0,229
0,277  0.228
0.302  0.196
0。 275  0,218
0.265  0,220
0。 271  0.225
0.314  0,203
0.269  0.227
0。 270  0.225
0。 276  0.228
0。 267  0.222
0,267  0。 217

0.272  0。 224

0.270  0.231
0.275  0。 230

0,275  0.224
0.274  0,230
0。 280  0.222
0Ь 291  0.231
0.279  0.232
0.270  0.216
0.281  0.228
0,278  0.228
0.273  0,223
0.271  0。 228

0.275  0.224
0.277  0。 223

0.063  4.470  0。 205

0,076  4.385  0。 199

0.073  4.260  0。 222
0.054  3.812  0.243
0.078  4.257  0。 209

0,071  4.420  0。 239
0.076  4.505  0.216
0.063  4。 356  0,201
0.083  4.773  0。 223

0.087  4,408  0,227
0.074  4.505  0。 202
0.081  4.612  0.208
0.080  4.427  0。 246
0.047  3,726  0.221
0,068  4。 634  0.213
0.073  4.318  0.211
0.066  4.516  0.202
0.067  4.480  0.204
0,072  4.405  0。 226

0,065  4.434  0.211
0.080  4.504  0.223
0.051  3,960  0.211
0.072  4.681  0,225
0.065  4.321  0。 208
0.066  4.383  0。 204
0.056  3.593  0。 226
0.071  4.727  0.224
0,062  4.391  0.205
0.078  4.527  0,219
0.059  3.758  0.232
0.065  4。 344  0.193
0.078  4.614  0,196
0.071  4.504  0。 203

0,073  4.301  0.202
0.070  4.457  0.204
0,082  4.546  0。 198

0.057  4.474  0.215
0.081  4.552  0,200
0.075  4。 340  0.182
0,073  4。 536  0.226
0.076  4.597  0,211
0,075  4.592  0。 196

0.080  4.605  0。 230
0.068  4.524  0。 216

0.077  4.343  0。 222

0.081  4.728  0。 198

0.069  4.546  0。 215

0.055  4.412  0。 220

0.075  4.340  0,182
0,068  4.672  0,208

0.068  0.632  0.033

0.060  0.641  0.027
0.083  0.672  0.027
0.050  0.612  0.028
0.080  0.626  0.020
0.076  0,707  0,021
0.060  0.645  0,025
0.070  0.644  0.022
0.064  0.649  0,019
0.050  0.670  0.028
0.071  0.674  0.022
0.074  0,619  0,041
0.055  0。 647  0.016
0,066  0.592  0,023
0.069  0.673  0,025
0.082  0。 667  0,018
0.093  0,705  0.040
0.068  0,622  0,051
0.060  0.632  0.045
0.054  0,613  0.016
0.078  0.629  0,035
0.068  0.639  0,014
0.062  0.641  0,026
0.055  0.642  0,023
0,066  0.593  0,012
0,063  0.560  0.022
0.069  0.684  0,037
0.092  0,662  0,046
0.065  0,667  0,029
0.070  0。 639  0.030
0,069  0.620  0,036
0.073  0。 642  0.032
0.060  0.664  0.050
0,066  0.608  0.016
0.066  0.663  0,026
0.061  0.621  0,028
0.080  0。 633  0.037
0.070  0.651  0.027
0.068  0.616  0.040
0.090  0.608  0.025
0.063  0.656  0.014
0.068  0.683  0,045
0.060  0.589  0.020
0.055  0.618  0,036
0.075  0.665  0.036
0,074  0.659  0,020
0.056  0.655  0.029
0.063  0.670  0,046
0,068  0.616  0.040
0.078  0.633  0.026

0.014  0.131

0.017  0.129
0.014  0。 126

0.017  0,144
0.016  0.128
0.016  0.133
0.016  0,138
0.014  0。 129

0,019  0。 138

0.014  0,132
0,015  0.133
0,013  0.132
0.016  0.136
0.017  0。 146

0.017  0.132
0.012  0.127
0,014  0。 134

0,016  0。 130

0,018  0.133
0.015  0.130
0.016  0.129
0.016  0。 138

0.013  0.135
0.014  0.124
0,016  0,134
0.017  0。 142

0,016  0。 136

0.014  0。 129

0.015  0。 124

0.013  0,141
0.014  0,131
0.014  0。 122

0.018  0.134
0,015  0,125
0.017  0.133
0.016  0.137
0,014  0.122
0.017  0.135
0.017  0,139
0.014  0.125
0.016  0.136
0.014  0.134
0.012 0,131
0.016  0。 126

0,018  0。 140

0.013  0。 138

0,016  0。 134

0,014  0.137
0.017  0。 139

0,014  0,128

」G-1 1.314  0。 297  0.060  2,711  0,723  0。 196  0,721  0.033  0.034  0。 438

JG-1 : 標準試料―Ando,A.,Kurasawa,H。 ,Ohmori,T.& Takeda,E. 1974 compilation of
data on the CJS geoChemical reference samples JG-l granodiorite and
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表 9 西大井遺跡出上のサヌカイト製石器・剥片の原材産地推定結果
“

号

〃
　
帝
瑚
冊 原石産地 (確率 )

判定

70702 二上 [日 (61“ ) 二上W
7"∝ 二上山 (3%) 三上山

Ю704 No 43 句lt望9遺物群 (1誂 ) al出望υ道初評

二 Llll

約約7 二上山(26%) 二上IH

二上山乾跡 , 二上W
70710 二上山(62d・ j 二上山

lo∽ 三上 lll

約712 二と[L(5研 ) こ上山

二上山(V勒 二上Щ

70714 lo路 . 二上山(鶴 ) 二上山

70715 lo 54, 阿出望朗物 縛 (4路 ) 司出 49鰹物群

70716 lo 55 二上山(15%) 二上山

r0717 6弱 ,

70718 も 57 二上lL(48X) こ上 11」

'0719 fo 58. 二上I山 (3器 , 二上山

107211 lo 59, 二上山(11%) 二上u〕

fo ω , 二上Ш(0齢,

'0722 二上山 (23%) 二上山

F07Z4 fo 63, 三二よI(5X, _LШ I

10725 fo 64 同出～19還物群(82X) 司出Ч9遺物群

三上lu(郷町 こ上山

10727 崎 66. _」ヒ[[1(31X) 二上uI

‐ LI(05%,

IllЪ紛 No  68, 二上Ш(20%) 二上Ш

107311 二上l也 (7%) 二上山

ll1731 No m), 三上山 (89%) 二 _と出

二上山(1lX) 二上山

'0733
的 72, 向出望9遺物群 13跡 ) 司出■9還効群

こ上凹 (Z二 ,ヽ 二上山

Ю7“ 輻 74, 二上山 (57X) 二上出

二上Wより弱, 二上1山

0737 峰 76, 同出望9選物群 (3X) 司出望9選物軒

こ上山(1%) 二上山

0739 碇)78, こ hIII

二_とW
70741 6罰 , 司出望9還物辞 (45%, 司出望9選物群

分 析

番 号

選ワ

器 原石た地 lIIt率 )

‖J定

70662 No l, 三上山⑫眺 )
=上
出

71464 No 3. 二上山 (朗 , 二上山

7185 No 4, 二上山(21X) 二上山

二上 日|

70667 No 6, 三上山 (6絣 ) 三_とHI

rm8 略 7.

7670 No 9, 三上‖J(1%, 二上IJI

二上Ш(5th, こ上lu

70672 町 ユII 三二山 (14路 ) 二上tu

7∝73 No 12 司出コ9遺物群 (5酬) 司出■9遺物群

7674 も 13, 二上山(1絣 , 二上I」

70675 No 14. 二上山198) 二_L山

F∞ 76 Wo 15, 二上II134り 三JJJ

71B77 rb 16. 二上山

“

2%) ■上山

三上世le酬 )

70679 聘 18, 二上山(26X) と■llJ

706拗 的 19, 二LIJ I(51X,

7℃X穂 1 No 20, 二上山(17X) 二上山

二上uI(5鶴 ,

70683 皓 22, 司出■9還物群 (22%) 司出Ч9週物群

こ上LI(酬 ,

71B8FD 恥   24, 三上山(59X) 三上山

三二_Lul

IC87 6261 二_L山 (69X9 二上WI

10688 二上山65X)

和随89 b281 二上山(酬 , 二上山
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注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告
される場合があます。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一 定にして、産地分析を行っていますが、

判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産
地名のために同じ結果のように思われるが全く関係 (相互チェックなし)あ りません。
本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とす
る場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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西大井遺跡

大阪府藤井寺市

西大井 1丁 目
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３
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５
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３

　
　
　
６

　
　
　
５

１

　
　
　
３

　
　
　
２

平成10年 8月 ～

平成11年 3月
3,370 大和川下流東部
流域下水道事業
大井処理場水処
理施設建設 (第
Ⅱ期 )

平成■年2月 ～

平成12年 1月
3,787

平成12年 9月 ～

平成13年 3月

1,268

1,468

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西大井遺跡

生産遺跡
江戸時代後期～

平安時代前期

畦畔
溝

陶磁器、瓦器、土師器、

須恵器、黒色土器

集落遺跡

弥生時代終末～

古墳時代前期

土坑
自然流路

土師器、弥生土器

縄文時代中期～

後期
土坑
自然流路

縄文土器、すり石

後期旧石器時代
ブロック

自然流路

国府型ナイフ形石器、横

長ナイフ形石器、翼状剥

片、翼状剥片石核、 くさ
び形石器

自然流路
の両川岸
|こブロック
Hケ所
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